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せんせい 

トキ、（朱鷺）、中国語で朱鵬（チューフアン 。中国映西省の洋県では、今も野生の

姿を観察することができる。 

◇叱よlジめしこ 

人は時として、やむにやまれぬ衝動にから

れることがある。11年前、私がヤンバルの

探鳥に参加した時がそうだった。そして今回、 

叫掴のトキを観察するツアーに参加しようと

思い立ったのもそうである。 

とまあ、中国へ行ったぐらいで大ゲサな書

き出しとなってしまったが、妻と3人の子を

養うお父さんが、時間と費用の捻出にいかに

苦心したかばお察しいただきたい。 

さて、トキは日本人にとっては特別な思い

入れのある野鳥ではないかと思う。国内では、 

佐渡島の施設にわま督三J響湯護されてい

るに過ぎない学名ぬppoipia nippon。その朱鷺

色の升翻をこの目で見てみたいと思ったのが、 

今回の旅（本年9月）の始まりである。 

<＞は二る‘まるとづ羊県 

羽田から福岡、青島、西安、漢中まで飛行

機を乗り継ぎ、漢中からは自動車。洋県の招

待所（宿泊施設）にようやくたどり着いたの

は、我が家を出てから2日目の昼のこと。こ

の日は朝から雨が降って気持ちもしめりがち。 

日頃から晴れ男ともてはやされている私とし

ては、何とかしたいものだが仕方ない。 

洋県のあたりは外国人に対して未解放の地  

域なので、どこへ行っても外国人を珍しがっ

て人々が集まってくる。許可なく外国人が入

れる土地ではないだけに、そしてその許可が

いつも必ず取れるものではないらしいだけに、 

今回のツアーに参加できたということには計

り知れない価値があるのだ。 

ところで、洋県というのは「洋」という県

なのか、 「洋県」という町なのか、ここのと

ころが前々からよくわからなかった。地元の

ガイドに聞いてもどうも埼があかないのであ

るが、私の想像では、県名でもあり町の名前

でもあると思って間違いなさそうである。 

中国の地方行政区画は、最上級が省・自治

区と直轄市（北京など4市）で、日本の都道

府県にあたる。その下に市（貧搬市）や地区

があって、映西省でいえば西安市などが」搬

市。県としての洋県は、漢中市（県級市。地

級市より格下）や幾つかの県と涛F地区（こ

れも広義に漢中市というようだ）を形成する。 

そして洋県の中しの「まち」も洋県と呼び、 

周辺は鎮という単位の村落となる。地理の時

間に習った「地方行政区画の末端は人民公社」 

というのは、今は昔の物語らしい。 

<>I童れ,の朱鷺色． 

昼食後、車で15分ほどの郊外にある「ト

キ救護飼養センター」を訪ねる。万事につい

てそう思うのだが、センターの幽勿も日本人

の感覚からすれば質素な造りであった。 

応接室で簡単な説明を受け、以前NHKで

放映した番組のビデオを見たあとは屋外のケ 

ージへ。当年生れの若鳥と成島とは別棟にな

っていて、それぞれ何区画かに分れており、 

若鳥26羽と成鳥19羽が飼育されていた。 

まずはここで本物のトキとご対面。 

洋県のトキは、1981年に発見されて以 



来、日中両国の当局や民間関係団体によって

手厚く保護され、繁殖が試みられてきた。以

前、中国から借りたトキを佐渡へ連れてきた

ことがあったが、あのトキもこのセンターの

ものだ。日本では人工繁殖の夢は潰えてしま

ったが、中国では成果が上がっていることは

たいへん喜ばしい。来年からはいよいよ放鳥

を始めるということである。 
そうば 

タ方、ねぐら入りを待つために草場という

集落に向かう。雨の中、そして外国人を見に

集まる村人の中、待つこと1時間。この8月

末現在で47羽の野生のトキが確認されてい

るとはいえ、こんな天気でどうかな、などと

考えていると、その時は突然訪れた。何の前

触れもなく、いきなり頭上低く5羽のトキが

現れ、裏山に止まったのだ。そのあと出たり

入ったりしながら9羽見られたが、サギのね

ぐら入りと同様の光景である。結局そこでね

ぐらを取ったのは5羽だけだった。 

真下から見あげたトキの翼の色は、雨降り

のタ方の乏しい光の中でもはっきり見てとれ

た。あの鮮やかな朱鷺色を私はけっして忘れ

ない。 

◇：再ぴト六二を求めて 

翌朝、暗いうちに昨日のねぐらに行く。今

日は晴れそうだ。あたりが明るくなるにつれ

て、樹上のトキの動きがせわしくなってくる。  

次のト曇I=‘、いともあっさり5羽は飛び去って

しまった。 

朝食後は車で入れるところまで入って、あ

とは徒歩でトキを探すことになった。しかし、 

いくら歩いてもトキはいない。まわりには稲

刈り前の田んぼが広がる。このあたりの土壌

は粘土質の赤土で、雨上がりを歩くと、何歩

も歩かぬうちに靴の裏にぼってりドロがくっ

ついてしまう。ドロまみれの、文字どおり重

い足取りの私たちに向けて、土地の人から出

る言葉は「‘‘費はいたんだけどねえ」という

慰めばかり。ちなみに、地元ではトキのこと

を紅鶴（ホンフー）とも呼んでいる。 

昼食後はさらに響市まで入る。30分ほど

歩いて、ようやくかなたの水辺に数羽を発見。 

さらに30分歩いて20 0mほどに」賓丘。そ

のうちパラパラ飛び立って、1羽が樹上に降 

トキ（四郎鎮、清涼水庫にて） 
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りる。やや遠いが、シャッターを切る。全部

合わせて10数羽の群れだった。 

そのタ、草場のねぐらには1羽も来なかっ

た。ねぐらは何か所かあるとのことで、毎日

同じ場所でねぐらを取るわけではないらしい。 

<:＞零事見( ァイチエソ）！ ジ羊！県＝ 

次の日も晴れ。昨日の場所でもう一度トキ

を探すことになったが、私はもう充分に満足

していたのでパス。小鳥を探しての探鳥に切

り替える。あまりにトキーA稽で、それ以外

の野鳥を丁寧に見ていなかったからだ。 

そうこうしているうちに、足掛け3日間三  

ごした洋県に別れを告げる時刻がやってきた。 

帰りは漢中から西安までの飛行機がないので

寝台列車の旅となる。 

中国は、大都会はともかく、洋県のような

響戸まで来るとまるっきりの田舎である。良

い意床でも悪い意味でも「50年前の日本の

姿」ではないかと思ったりする。日本とは違

う町の臭い、日本人のロに合わない食事（し

かし向こうではご馳ュだ）。カルチャーショ

ックという弱気な思いと、 「これこそ中国」 

という前向きな気持ちが一麟‘しながらの毎日

だったが、 「これだから旅はおもしろい！」 

とあらためて実感したのも確かである。 

今回の旅で得た成果がもうひとつ。20代

のころ何年か学んだ中国語がけっこう役に立

って、外国語を使う楽しさを味わうことがで

きたということ。海外では、英語を使える人

をうらやましく見ていたのだが、今回ばかり

はそんなコンプレックスは消え、晴れがまし

い思いをすることさえあった。この次、中国

を訪れる時までに、自分の中国語にもっと磨

きをかけておくことにしよう。 

サシバ単独モード・・・山の上のトビより空高

く、スーッと1羽のサシバが飛んできた。 

速い、速い、軌道に乗った人工衛星となっ

て。 

サシバ編隊モード・・・山からわき起こる編隊飛

行は、海の上にも陸の上にも散らばって。 

チゴハヤブサ・・・上空のサシバをはばたきなが

らごぼう抜き。 

ミサゴ・・・大空に大きく細長く羽をはばたか

せ、海に目もくれない。 

ツミ・・・低い空をマイペースで渡っていった。 

ハチクマ・・・埼玉出身。服装色々。小顔美人。 

ノスリ・・・おなじみの紋付き装束。1羽で渡る

孤独なノスリ。 

トビ…おっと忘れちゃいけないよ。僕らは渡

りのはげまし役のトビ軍団。 

ハヤブサ・・・マッハ3. 5。大空を切るスプリン

ター。 

ツバメ…案外ばらけて自由集団。その中の1 

年生、頑張れ。 

ヒョドリ…集団で渡ろうかどうか考え中。 

ハクセキレイ…君はどっちだ。集団？単独？

僕らは、初めての伊良湖に大喜び。’ダッ

テー、ワタリなんだもん「 

はみ出し行事案内 

運婆一竺三三竺二塗芭二誹了哩棚 
期日：1月30日（土）~31（日） 

集合：30日午前6時45分 JR大宮駅西口代々木ゼ

ミ前。出発は午前7時ごろ。詳細は参加者

に別途通知致します。 

交通：往復とも貸切バスを利用 

費用】19, 000円の予定（バス代、1泊2食付き宿

泊費、懇親会費、保険料を含む）万一過不

足は当日清算。 

定員：15名（先着順・支部会員優先） 

申し込み：通常はがきに住所・氏名・年齢・性

別・電話番号を明記して、中島康夫 

まで。 

担当：甲局、1要庭 

見どころ：銀世界の湖面から、日の出と共に一斉

に飛び立っマガンの大群は、感激そのもの

です。カギ形、V字形の雁行も楽しみで

す。伊豆沼周辺を歩き、猛禽類・小鳥たち

も探しましょう。積雪の中を歩きますので

防寒と足ごしらえは充分にして下さい。 

注意：宿泊は男女別の相部屋です。個室は用意で

きません。 
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スズメ 
メジロ 
キジバト 
ムクドリ 
シジュウ力ラ 
ハシブトガラス 
ハクセキレイ 
ジョウビタキ 
オナガ 
ッグミ 
力ワラヒワ 
ハシボソガラス 
コサギ 
モズ 
ウグイス 26

24
23
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21
16
14
151615131477
10865434222
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1  

コゲラ 
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24
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201918121212
11
108
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シラコバト 
カワウ
シメ 
アオジ 
ゴイサギ 
ダイサギ 
ホオジ口 
カシラダ力 
キジ 
キセキレイ 
ドノくト 

ー 

アオサギ 
力Jレガモ 
コジュケイ 

1  

カワセミ 
マヒワ 
マガモ 
チョウゲンボウ 

21

111

1  

タシギ 
ュリ力モメ 
アオゲラ 
ア力ハラ 
エナガ 
ャマガラ 
力ケス 

43 50 317 6 44 43 10 470 

日本野鳥の会埼玉県支部研究部 

1997/1998年冬の「鳥の眼から環境を調べ

よう！」調査は、38件の回答を頂き43種（表 

1 ）が観察されました。回答はがきの郵送時

期の関係からか少ない回答件数でした。調査

にご協力下さった会員各位の自宅から半径 

50m以内の7種の環境におけるそれぞれ上位 

5種を表2に示します。更に1995/1996年冬

からの全地区の上位5種を表3に示します。 

ヒョドリとメジロは、在地繁殖群に越冬群

による追加のため今回も観察の機会が増えた

と考えられます。本調査期間はツグミが、冬

の前半の暖冬気候のためかトップ5に入って

いません。 

1998/1999年冬の本調査は、12月1日から 

1月31日まで行いますので、会員各位のご自 

宅から半径50mで見ら 	一＝熱 

れた鳥を1月号に同封 二＝=4嚇難I~ 

の調査はがきに記入頂 癌編舞舞’婆h 

き返送下さるようお願 y「盤‘' 

い致します。なお本調 

査の性格からワカケホ

ンセイインコのような

かごぬけの種も記入下

さるようお願い致しま

す。 （小荷田行男） 

（五十嵐貴大） 

表2 埼玉県における環境別上位5種（冬鳥） 

L-， 	境 1位 	2位 	3位 	4位 	5位 
~高層住宅地区 ヒョドリ、スズメ、メジロ、キジバト、ムクドリ、ハシブトガラス 

I1~2階建て住宅地区 ヒョドリ 	 スズメ 	 メジロ 	 ムクドリ 	拶心、ガュ効ラ 

~商 業 地 区 デ ー タ な し 

I工 業 地 区 ヒョドリ、スズメ、メジロ、キジバト、ッグミ、ドバト 

~農業地区（主に畑） ヒョドリ、スズメ、メジロ、シジュウカラ、ハシブトガラス 

~農業地区（主に水田） ヒョドリ、スズメ、ジョウビタキ、モズ、シラコバト 

~林 業 地 区 ヒョドリ、スズメ、メジロ、キジバト、シジュウカラ、シメ、キジ、コジュケイ、エナガ、ャマガラ 

表3 埼玉県における全地区の上位5種 

1 位 2位 3位 4位 5位 

1995/1996冬 ヒョドリ スズメ ムクドリ キジバト メジ口 

1996/1997冬 ヒョドリ スズメ ッグミ、ムクドリ メジロ 

1997/1998冬 ヒョドリ スズメ メジロ 	キジバト ムクドリ 
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久喜市吉羽 ◇10月7日午前11時30分頃、フ

クロウ 1羽。どんよりとしたくもり空の

下、10羽ほどのカラスが騒いでおり、同じ

位の大きさの鳥を飛びながらつつきあって

いるようだった。突然変異で白っぽくなっ

た仲間をいじめてでもいるのだろうかと思

って見ていたら、それは、フクロウだっ

た。初めて見た事とこんな所にもいるんだ

との思いで驚いてしまったが、その後どう

したろう？ とても心配だ（井上暁子）。 

大宮市日進町 1丁目 ◇10月16日、モズ 1 

羽、高鳴きをこの秋初めて聞く。10月 

27日、アオジ1羽。10月29日、ジョウビタ

キ 1羽。10月30日、シメ1羽。11月9日、 

キクイタダキ 1羽。11月11日、ツグミ 1 

羽、ヒガラ 1羽、ビンズイ 2羽。以上初認 

（森本圃夫）。 

入間市藤沢中学校付近 ◇10月16日午前7時 

30分頃、車のフロントガラスの前をアオゲ

ラが横切り、道路脇のマテバシイの木にと

まった。こんなこともあるんですねえ（吉

田郁子）。 

川本町荒川明戸堰上流 ◇10月18日、ノスリ 

1羽、カワセミ 2羽、コガモ 5羽、ダイサ

ギ 1羽、コサギ 1羽、アオサギ 4羽、イワ

ッバメ約30羽、アカゲラ古早各1羽。10月 

31日、キビタキ、なんとこの時期にきれい

なオスが1羽。暖かい気侯に渡りが遅くな

ったのか？ オオタカ2羽、ノスリ 3羽。 

ノスリはカラスにモビングされていた。コ

ハクチョウ17羽、カルガモ、マガモ、コガ 

, 

ジョウビタキ（外園 たけの） 

モ、オナガガモ、ハシビロガモ、ホシハジ

ロ、スズガモ。ジョウビタキ 8 早各1羽、 

タゲリ 4羽、イカルチドリ 1羽（後藤康

夫・喜久子）。 

東秩父村ニ本木峠～登谷山 ◇10月18日、カ

ケス 2羽、カワラヒワ50羽、ェナガ、シジ

ュウカラ、ヤマガラ、メジロ（後藤康夫）。 

坂戸市城山 ◇10月19日、エナガ、メジロ、 

シジュウカラ、コゲラ、ヤマガラの混群約 

50羽。10月27日、ジョウビタキ古 1羽、今

期初認。メジロの群れ20羽。10月28日、ア

オゲラ 3 早各1羽、木の枝に2羽がとまり

お互いに首を左右に振って、 5分程やって

いた。求愛行動だろうか？ アカゲラ 1 

羽。11月6日、シメ舌 1羽、今期初認。11 

月9日、林縁の枯れ草の上にアリスイ 1羽 

（増尾隆・節子）。 

戸田市道満彩湖とその周辺 ◇10月20日、南

部のいかだの上でハジロクロハラアジサシ 

1羽。10月25日、北部のブイの上で2羽。 

コミミズク 1羽、荒川本流方面から飛来。 

南の方を一回りして来た。管理橋上あたり

から東に行き、道満グリーンパーク南側の

森付近で見失う。アリスイ 1羽、道満グ

リーンパークの池のほとりの桜の木にとま

る。どうやらこのあたりに居ついたよう

だ。10月28日、タゲリ 6羽、上空通過（倉

林宗太郎）。010月25日、マガモ、カルガ

モ、コガモ、ヒドリガモ、キンクロハジ

ロ、ホシハジロ、スズガモ。カモが大分渡

って来た。オオタカが水面すれすれを駆け

てカモをねらった。狩りに成功したようだ

が、物陰で確認できない。ハヤブサが上空

でフェイントをかけると、アオサギ30羽ほ

どが一斉に飛び立った。クロハラアジサシ

冬羽1羽が幸魂大橋付近を飛んでいたが、 

どこにも降りないで飛び去った。ハジロク

ロハラアジサシ冬羽2羽は、上流貯水機場

近くのブイの上にとまった、足がまだ赤

い。11月1日、ハヤブサは幸魂大橋の橋塔

の頂上にとまって、しばらく動かない。コ

ミミズクが飛んだ。正面から飛んできたの

で、近距離で目と目が合ってしまった。い

ったん地上に降りたが、ハシブトガラス10 
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羽ほどに追い出されて、上空高く西方向に

姿を消した。ジョウビタキ 5~6羽、メス

が多い。ツグミ、アオジも。夏羽の残って

いるカンムリカイツブリ 3羽が潜水を繰り

返していた。いよいよ冬鳥が楽しみな季

節。いいですね日本の冬（海老原美夫）。 

◇11月1日、チョウゲンボウがカラスにモ

ビングされていた。コミミズクが 2羽のカ

ラスにモビングされていたが、カラスの応

援が増え20羽位になった（森秀夫）。 

吉見町吉見百穴周辺 ◇10月25日、チョウゲ

ンボウ早 1羽、高圧線鉄塔上でスズメらし

い小鳥を食べていた。カワセミ古早各1羽 

（後藤康夫）。 

蓮田市黒浜沼 ◇10月31日午前7時30分頃、 

下沼南側の田んぼでタゲリ10羽。知らずに

近づいたら、鳴きながら飛び立ち、ZOOm 

位先の田んぼに降りた。今期初認。ここ 3 

年の記録では、一番早い確認。期待してい

なかった分、初観察に感激。午前 7時 

50分、上沼でカワセミ 1羽。最近よく姿を

見せてくれる（田中幸男）。 

志木市柳瀬川 ◇10月31日、市役所前でジョ

ウビタキ合 1羽、ハシビロガモ1羽、タシ

ギ13羽、ユリカモメ 6羽（藤掛保司・宮

子、志村佐治。美月）。 

東松山市都畿川稲荷橋周辺 ◇10月31日、シ

メ約30羽、カシラダカ1羽、アオジ 8羽、 

カワラヒワ80羽、イカルチドリ 5羽、バン 

1羽、ノスリ 2羽（後藤康夫）。 

大宮市高鼻町大宮公園 ◇11月1日、ビンズ

イ 2羽（浅見健一）。 

鴻巣市登戸 ◇11月1日、自宅で午前中にツ

グミの声を聞く（石井智）。 

大宮市丸ケ崎 ◇11月1日、ジョウビタキの 

声を聞く（藤原寛治）。 

奥秩父十文字峠周辺 ◇11月1日午前6時～ 

7時、マヒワ20-30羽の群れを何回も見

た。それぞれ違う群れだとしたら、かなり

の数になる。ツグミ、ウソ、ルリビタキ 

（小林洋一・みどり、荻野久美子）。 

滑川町森林公園 ◇11月 3日、コジュケイ約 

10羽、北口近くの林道で1羽が警戒しなが

ら出てきたかと思うと、次々と後に続いて 

10羽ほどが足早に道路を横断。カケス 3 

羽、アオゲラ古 1羽、アカゲラ古 1羽、マ

ガモ、カルガモ、コガモ、オカョシガモ、 

ハシビロガモ、ホシハジ口、オナガガモ 

（後藤康夫）。◇11月8日午後4時30分、 

北口上空でハヤブサ 1羽、羽ばたきながら

西の方へ飛び去る（藤原寛治）。 

嵐山町槻川ニ瀬川～槻川橋 ◇11月3日、ア

リスイ 1羽、槻川と都畿川の分岐点にある

ニセアカシアの木にとまっていた。 5分ほ

どじっくり観察できた。ツグミ 4羽、ハイ

タカ1羽、林の頂から突然飛び上がり、そ

の後カラスにモビングされながら遠くへ去

っていった。カワセミ12羽、キセキレイ 8 

羽、本日は、この 2種が大変目についた。 

ジョウビタキ早 1羽（後藤康夫）。 

表紙の写真 

ミヤコドリ（チドリ目ミヤコドリ科） 

今年の冬は、船橋海浜公園（三番瀬）にた

くさん来ています。この撮影に行った11月7 

日には、25羽まで数えました。 

新聞などで、潮の干満時間を確認してから

出かけてください。満潮の時は、左手奥の防 

波堤の方に行っちゃいますから。 

京成船橋駅（JR船橋駅近く）又は京葉線二

俣新町駅付近のバス停から「船橋海浜公園」 

行き。 1月には支部の探鳥会も予定されてい

ます。 電車バス歩きの鳥見人（編集部） 
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◆iz月5日 蓮田市黒浜沼探鳥会は11月号を

ご覧下さい。 

r 	調 
期日：12月6日（日） 

集合：午前8時30分 北本自然観察公園駐車

場。または午前8時15分JR高崎線北本

駅改札口、集合後タクシーで現地へ。 

リーダーの指示で分乗してください。 

担当：岡安、内藤、榎本、大坂、立岩、永野 

（安）、永野（京）、川那部、島田、高 

（文）、山田 

見どころ：あなたは小鳥派？ ガン・カモ

派？ ワシ・タカ派？ それともキツ

ツキ派？ それぞれの好みの鳥達がこ

の里山にきっといるはずです。自分な

りの視点で楽しんでみませんか。意外

な発見があったらちょっと得をした気

分になるでしょう。 

騒融菜。喜。業輸周選覧 一 圏 

＜差間コース＞ 

期日】12月6日（日） 

集合】午前9時 浦和市くらしの博物館民家

園駐車場、念仏橋バス停前 

交通：JR浦和駅西口バス1番乗場、大崎園芸

植物園行＆36発に乗車、念仏橋下車

後援：浦和市くらしの博物館民家園 

担当：伊藤、手塚、工藤、新堂、笠原、吉

岡、若林、倉林 

見どころ】ツグミやジョウビタキ、タゲリた 

特別な場合を除いて予約申し込みの必要は

ありません。初めての方も、青い腕章をした

担当者に遠慮なく声をおかけください。私達

もあなたを探していますので、ご心配なく。 

参加費は一般100円。会員と中学生以下50 

円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ

袋、もしあれば双眼鏡など。解散時刻は、特

に記載のない場合、正午から午後1時頃。小

雨決行です。 

自然保護のため、できるだけ電車バスなど

をご利用のうえ、指定の集合場所までおいで

ください。 

ちとの出会いを楽しみに、冬の訪れを

肌で感じながらのんびりと散策しまし

よつo 

冒 

期日】12月13日（日） 

集合：午前9時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:11発、または寄居9:03 

発に乗車 

担当：和田、森本、中島（章）、石井（博）、倉

崎、松本、中里、高橋 

見どころ：明戸堰上流で常連客のコハクチョ

ウ、カモ類のほかにジョウビタキ、シ

メ、アカゲラ、アオゲラがきっと見ら

れるはず。それに運がよければオオタ

カやノスリにも会えるでしょう。今年 

1年を振り返りながら、冷たく澄み切

った枯れ野を歩いてみましょう。 

r 	 罰 
期日：12月13日（日） 

集合：午前8時30分 東武野田線岩槻駅前。 

または午前9時15分 文化公園駐車場 

（国道16号側） 

交通：東武野田線大宮8:12発、または春日部 

8:11発大宮行に乗車、岩槻下車。集合

後バスで現地へ。 

担当：中村（策）、中島（康）、吉安、橋口、玉

井、入山、松永 

見どころ：今年の2月に初登場の探鳥地。そ

のときは大好評でした。公園とその周 

-8- 



辺を歩きます。林や、アシ原でジョウ

ビタキやツグミが、水辺ではカモやカ

モメの仲間が皆さんを待っています

よ。身近なところにも自然は沢山！ 

肥I難り 叩 ロ」 

期日：12月13日（日） 

集合】午前9時40分 森林公園南口前 

交通】東武東上線森林公園駅下車、森林公園

南口行き9:17発バスに乗車、終点下車

費用】入園料400円（子供80円） 

担当】内藤、佐久間、岡安、藤掛、青山、島

田、喜多、後藤 

見どころ】冬の森林公園探鳥会の幕開けで

す。暖冬のせいでしょうか、ここで見

られる冬鳥が以前より少なくなったよ

うな気がします。小鳥の声を森に聞き

ながら落葉に埋まる小道を山田大沼へ

歩きましょう。 

肥川市。 鱗嫌熱一口 圏 

期日：12月20日（日） 

集合：午前8時15分 京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前 

9時 浦和市立郷土博物館前 

後援【浦和市立郷土博物館 

担当：楠見、福井、手塚、伊藤、渡辺（周）、 

笠原、倉林、若林、岡部、兼元、森 

見どころ：今年最後の探鳥会となりました。 

大雪や大雨で4回も休んでしまうなど

いろいろと苦しい年でしたが、明るい

明日を信じて、しまいの鳥見においで

下さい。12月の三室と年末講演会に行

かないと、1年が終わらないという方

も多いようで・・・。 

臓 ~ 

期日：12月23日（水・祝）午後1時30分～4 

時30分（受付開始午後1時） 

会場】埼玉県県民活動総合センター（伊奈

町）TELO48-728-7 111 

交通：ニューシャ トル大宮12:00、または 

12:30発に乗車、羽貫下車。無料送迎

バスに接続。またはJR上尾駅東口から 

羽貫駅行きバス12:04発、終点下車。無

料送迎バスに接続。無料駐車場あり。 

第1部 ビデオによる「今年の出来事」 

午後1時30分～2時 

第2部 山形則男講演会 

午後2時～4時30分 

写真家として、長年野鳥の世界を

撮影してこられた山形氏に、スライ

ドを使いながらお話しをしていただ

きます。 

第3部 懇親会（希望者のみ） 

講演会終了後、センタ-1階のレ

ストランに場所を移しての軽い立食

パーティ。多数のご参加をお待ちし

ています。参加費4000円。 

爵 
とき：12月26日（土）午後1時～2時ころ

会場】支部事務局108号室 

案内【何かとせわしい年の暮ですが宜しくお

願いいたします。これを済ませないと 

「しらこばと」一家は年が越せないの

です。 

[Hr  

期日：平成n年1月3日（日） 

集合：午前9時30分 さぎ山記念公園駐車場 

交通：大宮駅東口7番バス乗り場から中野田

引き返し場行きで約20分、上野田下

車0 当日は正月ダイヤで1時間に3-

4本運行されるはずです。 

担当】海老原、松井、楠見、楼庭、工藤、新

堂 

見どころ：年の始め、改まった気持ちで双眼

鏡をのぞけば、おなじみの冬鳥もどこ

かキラキラ、新鮮です。トリ詣での後

は恒例のほろ酔い新年会。持ち寄りの

飲み物を手に、野鳥たちの未来に乾

杯！ 

ヘノへ田‘へ，メへ，.へ~’、熱，．へ 

◆毎年12月はJR・私鉄などダイヤの改正があ

りますので、時刻表を確認の上お出かけく

ださい。 

◆行事案内は 4頁にも掲載されています。 
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苫北本市お石戸宿

矢気了快晴ぐ

カイツブリ カワウ ゴイサギ マガモ，ルガ

モ コガモ オナガガモ オオタカ サシバ チ

ョウゲンボウ コジュケイ バン キジバト カ

ッコウ アオゲラ アカゲラ コゲラ ヒバリ 

ショウドウツバメ ツバメ キセキレイ ハクセ

キレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ シジ

ュウカラ メジロ ホオジロ スズメ ムクドリ 

カケス ハシボソガラス ハシブトガラス（33種） 
約2週間ぶりの快晴で、真夏を思わせる陽気。で

も風は秋の風。夏草で見づらくなった高尾の池で

カモの仲間、バン、10羽程のゴイサギの幼鳥を見

る。遠方の樹間や電柱に止まるオオタカ、チョウ

ゲンボウを執念（?）で発見。サシバも美しい羽を

広げて舞ってくれた。したたかに 残る暑さや

探鳥会 冬鳥たちの 姿まばらに （内藤義雄） 

浦和市 民家郷周辺与 

参加．。5ち未 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ カルガモ コガモ バン イソシギ キジバ

ト カワセミ コゲラ アリスイ ショウドウツ

バメ ツバメ ハクセキレイ セグロセキレイ

ヒョドリ モズ ノビタキ オオョシキリ セッ

カ シジュウカラ カワラヒワ スズメ ムクド

リ ハシボソガラス ハシブトガラス（28種）雨、 

雨又雨。季節感がないまま、もう10月。秋空にシ

ョウドウツバメ、田圃でノビタキ、農道の並木で

アリスイを見つけて、やっと秋を実感。差間の目

玉になったカワセミも現われて、久々に快晴の下

での探鳥会を楽しむことができた。 （手塚正義） 

賛夢軸： (日 

ーソーーーー“参〕りョ‘ 45 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ カルガモ トビ オオタカ ノスリ ハヤブ

サ チョウゲンボウ バン イソシギ キジバト

ツツドリ カワセミ コゲラ ヒバリ ショウド 

ウツバメ ツバメ イワツバメ ハクセキレイ

セグロセキレイ ヒョドリ モズ エゾビタキ

シジュウカラ メジロ ホオジロ カワラヒワ

スズメ ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（34種）参加者の数人から猛禽類が多いとの

案内があったので来たといわれ、責任を感じたが

出発間もなく上空にチョウゲンボウが現われたの

を皮切りに、ハヤブサ、オオタカ、ノスリが次々

と舞い上がった。明戸の堰では、カワセミが目の

前で魚を取り、テトラにたたきつけて飲み込む様

子が見られた。この日は上空を見上げている方が

多く、首カり南くなる一日だった。 （和田康男） 

膚響祐繊●難猶，ー蒲稲欝’“笑二久lI三農ま

驚i‘，ー．、”% ％参加】54入ン 天気二晴％

カワウ ョシゴイ チュウサギ コサギ コガモ

オオタカ チョウゲンボウ タシギ キジバト

カワセミ ヒバリ ツバメ ハクセキレイ ヒョ

ドリ モズ ノビタキ オオョシキリ セッカ

カワラヒワ スズメ ムクドリ ハシボソガラス

ハシブトガラス（23種）バス組を出迎えたのは、 

現地集合組とチョウゲンボウとオオタカ。開始前

にじっくり観察。鳥を見に来たのに、朝の挨拶が

できないので、見るのを止めてくださいと声をか

ける始末。ノビタキも見られて満足。 （福井恒人） 

雨のため中止。 

臨曹船環鳥、師  天気．・24環 -. 251曇時々

カイツブリ カルガモ ヒドリガモ ミサゴート

ビ ノスリ タカsp キジバト アオバト アマ

ツバメ アオゲラ アカゲラ コゲラ キセキレ

イ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ミソサザ

イ ジョウビタキ アカハラ シロハラ マミチ

ャジナイ ツグミ ウグイス キクイタダキ キ

ビタキ ムギマキ エナガ コガラ ヒガラ ヤ

マガラ シジュウカラ ゴジュウカラ メジロ 

舞 
鯵］’月24 日（土へ ”長野県 J 同鷲飯綱 可喫夢 
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ホオジロ カシラダカ ノジコ アオジ アトリ

カワラヒワ イカル ニュウナイスズメ スズメ

カケス ハシブトガラス（45種）参加者の心掛け

が良かったのか天気が回復してきた。一の鳥居は

鳥影が少なかったが、今シーズン初めてのツグミ

たちに出会えた。別荘地ではアトリの群れ、カラ

類を観察したが、ちょっと物足りなかったようで、 

夜の宴会では明日への期待で盛り上がった。二日

目、朝食前は各自フリーで観察。アォバトを見る

など収穫があった。今回のハイライトは、ささや

きの小道からキャンプ場にあった。足を進めるご

とに飛び立つツグミ類。お目当てのマミチャジナ

イもバッチリ。その後、本命のムギマキ。きれい

な雄成鳥も見られて大感激だった。 （菱沼一充） 

Iメ QJZJ 25日（日） 行田市 さきたま古」奮奏薗、 

い 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ マガモ コガモ カルガモ オオタカ チョ

ウゲンボウ キジ キジバト ツツドリ カワセ

ミ アオゲラ コゲラ ハクセキレイ ヒョドリ

モズ ジョウビタキ シジュウカラ メジロ ホ

オジロ アオジ カワラヒワ イカル シメ ス

ズメ ムクドリ カケス ハシボソガラス ハシ

ブトガラス（32種）雨も上がり、朝から好天気の

秋らしい日になった。ヒョドリがしきりと鳴く中、 

上空にオオタカがカラスにモビングされながら登

場。陽光を浴びて美しい羽を見せてくれた。カモ

類は少なかったが、古墳の池でゆっくり見ること

ができた。ジョウビタキも止まったところは見ら

れなかったが、飛んでいるところを紋で確認し、 

今秋の初見だった。風が強く、まだ木の葉も緑濃

く、小鳥たちの姿はまばらだった。でも、オオタ

カ、チョウゲンボウは美しかった。 （内藤義雄） 

K ン J 	lh「ど1 つに Iートノri、 	IId「I,f.. 	コ工 IiI十，E I F1:0月25日（日） お臓市 西川越 

×、一 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ マガモ

カルガモ コガモ チョウゲンボウ イカルチド

リ イソシギ キジバト カワセミ アリスイ

ヒバリ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョド

リ モズ カワラヒワ スズメ ムクドリ オナ

ガ ハシボソガラス ハシブトガラス（24種）前

日の雨も上がって快晴だ。集合の間にもチョウゲ

ンボウが 2羽頭上を通った。モズもコースのあち

こちでキチ・キチと煩いくらい。常連のカワセミ 

は水上公園で1羽、入間l.11に雌雄のペアでゆっく

り見られた。ここでは初めてのアリスイが出たが 

遠くてちょっとがっかり。 	（佐久間博文） 

月01白（土〉『しらこば老』袋づめの会八 

ポラン露ィ無，2p
メ、 

JJ マ
荒木恒夫、江浪功、海老原教子、大坂幸男、尾崎 

甲四郎、倉林宗太郎、佐久間博文、佐藤千香子、 

佐藤正之、島田恵司、島田沙織里、志村佐治、田

中幸男、福井昭子、藤掛保司、藤野富代、松村禎

夫、百瀬修、谷津弘子、山野豊 

I 	月1日（日） 上尾市 丸山公閲 

、 	参加‘ 37入 

カイツブリ カワウ カルガモ コガモ オナガ

ガモ オオタカ コジュケイ キジバト カワセ

ミ アカゲラ コゲラ ヒバリ キセキレイ ハ

クセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ

ジョウビタキ ツグミ ウグイス シジュウカラ

メジロ ホオジロ アオジ カワラヒワ シメ

スズメ ムクドリ カケス オナガ ハシボソガ

ラス ハシブトガラス（32種）2名の若い鳥博士

を含め総勢37名で開始。公園内は他行事のため鳥

が少ない。ちらりとカワセミに会い、荒31は二手に

移動。モズの高鳴きを聞き、り肢で休むオオタカ

若を全員で確認。ジョウビタキ、シメ、ツグミ達

も挨拶に出てくれた。秋晴れでなかったのが残念。 

（浅見健ー） 

H月旦罵（編） 聾谷市 大麻生 

参加 H人 天気 B青 くン

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ コハクチョウ マガモ カルガモ コガモ

オナガガモ ホシハジロ トビ オオタカ ノス

リ コジュケイ キジ バン キジバト カワセ

ミ アカゲラ コゲラ ヒバリ ハクセキレイ

セグロセキレイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ

ツグミ ウグイス シジュウカラ メジロ ホオ

ジロ カシラダカ カワラヒワ シメ スズメ

ムクドリ オナガ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（40種）探鳥会が3ケ所で催されたためか、 

‘脚青にもかかわらず参加者は少なかった。下見で

ツグミ数百羽、コハクチョウ33羽の到着を確認。 

冬鳥の到来は順調と判断したとおり、カモ類6種、 

アカゲラ、シメも数回現われてくれて、参加者を 

喜ばせた。 	 （和田康男） 

ィ‘
に
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「つなげる・生まれる・新しい保護運動一
日本の自然保護の現状・未来」、パネラ 
ー：花輪伸一・高松健比古。 

第3回：3月14日（日）、栃木県立博物館、 

三角は、フ 	「ここが原点！一見つめ直そう身近な自 

す。 	 然」、パネラー；守山弘・日置佳之。 

刷や裁断の 	3回とも 講演 13:00-15:20 

しばらく付 	 総合討論 15:30-16:20 
ットのホー 参加費：500円（資料代） 申込み；不要

てほしいと 主催・問合せ先：栃木県支部 

●三角目印を復活しました 
このページの右側中央部にある三角は、フ

ァイル用の穴を開ける時の目印です。 
あらかじめ位置を指示しても印刷や裁断の

段階でずれてしまうことが多く、しばらく付
けずにいたのですが、インターネットのホー 
ムページに、やはりマークを付けてほしいと
の要望が寄せられ、少し工夫して、試しに復

活してみました。 

●『英名講座』英語読みのカタカナ表記 
不定期連載『白頭鷲の英名講座』の英語の

読み方をカタカナで表記してほしいとの要望
が届きました。筆者の松井昭吾前支部長もい
ろいろ検討したのですが、英語の発音をカタ
カナで適切に表現することは難しいと、頭を

抱えています9 

‘豪京支都のシソボジウム 
テーマ：とうきょうのカラスをどうすべきか 
趣旨：首都圏市街地のカラス問題。カラスの 
実態と人との関わりについて討議し、問題 

点を整理して、対応を考える。 

P時：1999年1月17日（日）13時～16時 

場所：立教大学（池袋駅徒歩10分）5号館1 

階5122教室 
主催；日本野鳥の会東京支部 
後援：（財）日本野鳥の会ほか 
パネラー：上田恵介（立教大学助教授）、川内 

博（都市鳥研究会）、松田道生（野鳥研究家） 

ほか。 
定員；先着250名 参加費：1, 000円 

問合せ先：東京支部（電話03-5273-5 141) 

．栃木県支部は30周年記念連続シソボジウム

第1回：1999年1月24日（日）、とちぎ健康

の森（ JR又は東武宇都宮駅からバス約40 
分）、 「翼を持ったメッセンジャーー渡り
鳥から見える地球」、パネラー：樋口広

芳・呉地正行。 

第 2 回：2 月20日（日）、栃木県立博物館 

(JR又は東武宇都宮駅からバス約20分）、 

Oごめんなさいコーナー 

前月号4ページの写真は左右入れ違ってい

ました。普及部会議は、飲み会ではありませ

ん。 7ページ「表紙の写真」のコメントは一
部句読点が乱れています。校正の時の指示が
うまく印刷所に伝わらないこともあります。 

O12月の事務局 土曜と日曜の予定 

5日（土）普及部会議。 

12日（土）編集会議、研究部会議。 

19日（土）校正作業。 

20日（日）役員会議。 

26日（土）袋づめの会。 

●会員数は 
11月2日現在3, 063人です。 

10月18日（日）役員会議（司会【浅見徹、年

末講演会・1月～4月の行事予定・事務局

賃貸借契約の更新‘その他）。 

10月24日（土）11月号校正（海老原美夫・喜
多峻次・喜多弼生・倉林宗太郎）。 

最近自転車に乗って、道路右側を走ってい

る人が多いんです。正面から対向して来て危
ないんですけど、お前が邪魔だとばかりに、 

ちゃんと左側を走っている私が逆ににらまれ
ちゃうんです。ご婦人が多いんです。自転車
も交通ルール守ろうよ。 （自転車の鳥見人） 
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